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交
通
渋
滞
緩
和
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
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人
口
増
加
お
よ
び
企
業
立
地

な
ど
に
伴
い
、
通
勤
時
間
帯
に

発
生
し
て
い
る
交
通
渋
滞
の
緩

和
対
策
と
し
て
、
セ
ミ
コ
ン
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
内
各
企
業
が
行
う

取
り
組
み
の
効
果
を
検
証
す
る

た
め
、
今
年
４
月
に
引
き
続
き

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
本
調
査
で
は
、
車
列
の
長
さ

や
右
折
矢
印
信
号
の
通
過
台
数

を
計
測
し
ま
し
た
。
朝
の
出
勤

時
間
帯
は
、
調
査
箇
所
10
カ
所

の
う
ち
９
カ
所
で
、
夕
方
の
退

勤
時
間
帯
は
、
調
査
箇
所
11
カ

所
の
う
ち
９
カ
所
で
信
号
待
ち

の
車
が
減
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
朝
夕
そ
れ
ぞ
れ
４
カ
所
で

４
月
の
調
査
時
の
半
分
以
下
の

長
さ
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
企
業
の
渋
滞
緩
和
の
取
り

組
み
と
し
て
、
東
京
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
九
州
が
７
月
か
ら
従
業
員

約
２
，
５
０
０
人
を
対
象
に
時

差
出
勤
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
は
、

導
入
し
て
い
た
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
の
コ
ア
タ
イ
ム
を
４
月
か

ら
廃
止
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
出
勤
時
間

が
分
散
し
た
こ
と
が
渋
滞
緩
和

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
、
渋
滞
緩
和

の
た
め
の
主
な
事
業
と
し
て
、

県
や
国
と
連
携
し
な
が
ら
、
菊

陽
空
港
線
延
伸
事
業
や
国
道
57

号
、
南
方
大
人
足
線
の
交
差
点

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今調査箇所

①
県道大津植木線
（直進レーン）

②
南方大人足線

③
南方大人足線

④
国道57号

⑤
菊陽空港線

（右折レーン）

⑤
菊陽空港線

（直進左折レーン）
滞留長

ｍ（平均）
前回 211 466 486 700 220 179
今回 336 101 411 349 141 57

増減率（平均） 59% －78% －15% －50% －36% －68%

調査箇所 ⑥
国道57号

⑦
菊陽空港線

⑧
県道熊本菊陽線

⑨
古閑原上堀川線

⑩
県道辛川鹿本線

滞留長
ｍ（平均）

前回 367 148 749 219 763
今回 191 47 196 144 582

増減率（平均） －48% －68% －74% －34% －24%

原水駅

①

②
県道大津植木線

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨⑩

●

菊陽町役場

●
菊陽町図書館

杉並木公園

●
菊陽西小学校

●
菊陽北小学校

南
方
大
人
足
線

国道57号

菊
陽
空
港
線

県道熊
本菊陽

線

古閑原上堀川線

国道
県道
町道

県
道
辛
川
鹿
本
線

セミコン
テクノパーク

大
津
町

合志市 左折専用レーンは渋滞なし

県道新山原水線

渋滞および環境負荷対策

セミコン通勤バスの増便とルートの新設
　８月２日から、セミコン通勤バスの既存ルート
の増便（強化）と、ＪＡＳＭ経由ルートの新設を行
い、朝19便・夕16便の合計１日35便の運行を開
始しました。
　セミコン通勤バスは、渋滞対策とＣＯ2削減に
よる環境負荷の軽減を目的に、平成27年から運
行しています。これまで、運行会社である熊本電
鉄バスなどの関係機関と連携の上、利用状況に応
じてダイヤ改正や増便を実施してきたことで、
年々利用者が増加しており、１日1,000人以上が
利用する日もあります。
　今回の増便、ルートの新設により、利用者の利
便性向上が図られることから、今後、さらなる利
用者増加を見込んでいます。

企業誘致の取り組み

半導体産業企業誘致推進本部を開催
　町では、半導体産業に関わる必要な施策の実行や情
報共有を目的に、「菊陽町半導体産業企業誘致推進本
部」を設置しており、８月４日に会議を開催しました。
　今回の会議では、ＪＡＳＭ従業員（台湾からの移住）
の状況、セミコン通勤バスのルート新設、企業の渋滞
対策の取り組み、町で実施した交通渋滞実態調査結果、
教育委員会の通学路安全プログラムなどの情報共有を

図り、協議を行いました。
　８月から、ＴＳＭＣ（ＪＡＳＭ）の従業員が台湾から
移住するとの報告があり、渋滞対策では、引き続き町
の事業を確実に行っていくことや、企業の時差出勤な
どの取り組みが効果を上げていることを踏まえ、これ
まで以上に企業と行政が連携して対応を進めていく方
針を確認しました。

後
も
、
セ
ミ
コ
ン
通
勤
バ
ス
の

増
便
や
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
も
含

め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面

で
渋
滞
緩
和
に
向
け
た
対
策
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
退
勤
時
の
結
果
な
ど
、
詳
し

い
調
査
結
果
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

７
月
24
日
、
町
内
各
企
業
が
行
う
通
勤
時
間
帯
の
交
通
渋
滞
緩
和
対
策
の
効
果
を
検
証
す
る
た
め
、

交
通
渋
滞
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
調
査
箇
所
の
多
く
で
信
号
待
ち
の
車
が
減
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

調査結果（朝の出勤時間帯）

調査箇所（朝の出勤時間帯）

滞留長
１回の赤信号で滞
留する車列の長さ。

前回：４月17・
18日に実施。

本部会議での町長のあいさつの様子

本部会議全景

東京エレクトロン九州前 ソニーセミコンダクタ前

日
本
ピ
ラ
ー
前

原水駅北口

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
前

県
立
技
術
短
期
大
学
前

既存ルート
ＪＡＳＭ経由
ルート（朝便）
ＪＡＳＭ経由
ルート（夕便）

朝の出勤時間帯の南方大人足線の様子


